























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































義の文集づ くりを挙げた (中内 ｢解説 小砂
丘忠義 『土を踏みて』第二号 ･応募文概評｣
同編 『日本教育論集第 1巻 ナショナリズム
と教育』国土社,1969年,同 ｢生活記録｣









して,岩手県の農村女性の文集 『働 く母 生






























































9)『人民文学』(第 1巻 1号 1950年 11月～第4
巻 11･12号 1953年 12月),改題 『文学 の
友』(第 5巻 1号 1954年 1月～第6巻 1号
1955年 1月),後継雑誌 『生活と文学』(第 1




























































州 (大阪)の小工場 (従業員約 1,000人)か
1950年代日本の社会的文化的状況と生活記録運動
ら出発して四日市 (三重)の楠工場 ･泊工場,






工場となった｡工程は,選別 ･洗毛 ･染色 ･
紡績 (カー ド,ミュール,検査上 磯織 ･整









































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第29号 (2010年3月31日)























エ ピソー ドより (1954年 4月 29日,6月23













もあった (『戦後 日本ス タデ ィーズ① ･･--
40･50年代』岩崎 ･上野 ･北田 ･小森 ･成
田編,紀伊園屋書店,2009年)｡












31)田中美智子 日記 1953年 4月4日
32)田中美智子 日記 1953年 3月 10日
























37)『ぬやまひろし選集 7 働 く若者 よ誇 り高 く









































『原子雲の下に生 きて 長崎の子供 らの手記』(永井隆編著.
講談社,1949年)
F原爆の子』(長田新編.岩波書店,1951年)
rわれらか く育て り 戦災児童の手記』(積惟勝編.新興出版
社,1951年)















F学習の理論 と実際 中国の経験にまなぶ』(尾崎庄大敗 ハ
ト書房,1953年 10月)
｢丁玲作品集 新中国文学選集』(丁玲,青木書店,1953年)












rタカクラ ･テル著作集 27 新文学入門』 (タカクラ ･テル,
理論社,1951年)
『歴史と民族の発見』(石母田正,東京大学出版会,1952年)






























































































































































※ r青年歌集｣ (関鑑子編著,音楽センター発行)第-篇～第四荒の 目次から作成 (辻)｡
※ジャンル分けは F青年歌集｣による｡
日本曲 (ジャンル分けなし,民謡.労働歌,平和の歌含む)
美 しき祖国のために
若者よ
我 らの仲間
原爆を許すまじ
世界の青春
東京一北京
どじょっこふなっこ
さくら
防人の歌
夕張娘
花
芝浦
嵐よ吹け
流亡の曲
どっこい生きてる
平和の声
仲間達
親友の歌
心の歌
早春膿
ふるさと
春のうた
夏は来ぬ
赤 トンボ
山小屋の灯
朝
捨書の歌
一度でよい
これが二人の恋さ
母なる故郷
立てよ若人
俺達の国
冬から春へ
祖国の山河に
平和を守れ
もずが枯れ木で
手まり歌
川
ゆりかご
虫の声
小鳥
だるま
かっこう
祖国
愛する街
皆んな友達
母の願い
主婦のうたごえ
工場の中から
京浜労働者
国鉄労働組合歌
全電通組合歌
平和こそ我 らのもの
香い
元気な子供
俺は百姓
あの子
整える広島
守れ妙義
いぬふぐり
水爆犠牲者を忘れるな
きみ囚われて
俺達は旗
はくらの歌
力を合わせりゃ鉄路もゆれる
俺は労働者
よるひるガチャンコ
紡織女工はもう泣かないよ
晴れた五月
世界をつなげ花の輪に
町から村から工場から
同志よ固く結べ
同志は倒れぬ
南葛労働者の歌
民族独立行動隊の歌
青年よ団結せよ
全世界民主青年歌
ラ ･マルセ-ズ
インターナショナル
武器 と自由の歌
くるめ くわだち
我等は歌 う
平和音頭
たたかいの中に
民族解放の歌
赤旗
開けゆく歴史
憎 しみのるつぼ
若者よ
心の歌
国際学生連盟の歌
うたごえよ明日のために
使命
祖国の若者
青年行動隊の歌
アジア平和行進曲
大島節
大漁齢
ずいずいずっころばし
常磐炭坑節
三池炭坑節
お猪の子唄
お江戸 日本橋
木曾節
そ-らん節
会津磐梯山
八木節
秩父音頭
江戸子守唄
佐渡おけさ
秋田音頭
最上川の舟唄
相馬盆唄
五木の子守歌
椎葉の稗つき歌
谷茶前の浜
田柏唄
内灘かぞえ歌
内灘そ-らん節
圧延音頭
炭坑ばや し
よさこい
遠島甚句
伊那節
長野平和音頭
内灘追分
もちつきおどり
子守唄
月の輪音頭
平和 くどき
木びき唄
沖の鴎に
箱根八里
珍鋳物音頭
アメリカ曲
おおスザンナ
草競馬
スワニー河
もういやだ
金髪のジェニー
オール ドブラックジョー
ネリープリー
懐か しのヴァージニア
アロハオエ
武器はみんなすてろ
牧師と奴隷
ドリーデー
夢見る人
谷間の灯
ラ ･パロマ
誰も知 らぬ私の悲 しみ
深さ河
さあ達てけ
権兵衛と田吾作
いとしのアリスは眠る
希望のささやき
イタリー曲
サンタルチア
さらばナポリ
遥かなるサンタルナア
かえれソレントへ
フニクリフニクラ
山の人気者
おおソーレミオ
ラ･スパニヨラ
村の娘
カプリ島
乾杯の歌
人民よ進め
チリビリビン
マリア ･マリ
嘆きのセレナーデ
ニーナの死
麦打ちの唄
スペイン曲
蝶々
ジュアニタ
アイアイアイ
イギリス曲
麦畑
アンニーローリー
ロンドンデリーエア
久 しき昔
峠の我が家
故郷の廃家
埴生の宿
青春の歌
スコットランドの釣鐘草
懐か しき愛の歌
フランス曲
ひかるみどり
ノルマンティーユ
別れの曲
マドロスの歌
おどり
橋の上で
ドイツ曲
故郷を経るる歌
山こそ我が家
村祭 り
自由の歌
歌 もたのし
美わしき春
野ばら
ダンカングレイ
猟人の合唱
おどりうた
村のか じや
故郷
オ ･プレネリ
ホフマンの舟唄
楽 し歌声
三匹の蜂
かっこうワルツ
ローレライ
歌の翼に
私は ドク トル
円舞曲
帰省
学生歌
小さなラッパ吹き
めざめよ若人
スウェーデン曲
空しく老いぬ
ハンガリー曲
汝が友
私達のブカレストにて
ポーランド曲
ワルシャワの労働歌
たてよ祖国の子ら
ボヘミヤ,チェコスロバキア曲
家路
霜の
合唱のよろこび
歌いましょう
おお牧場はみどり
中国曲
義勇軍行進曲
保術黄河
けつまづいてもころんでも
百姓はたのし
喜児の歌
全世界人民の心は一つ
労働者は強い
たたえよ祖国
草原情歌
糸つむぎ
勝利のヤンコ
戦車兵とトラクタ一手
花あそび
ブラジル曲
大地はほほえむ
インドネシア曲
自由ヴェトナム行進曲
インドネシア独立の歌
労働者と農民の団結の歌
ロシア.ソヴイエト曲
ステンカラージン
ヴオルガ下 り
トロイカ
仕事の歌
赤いサラファン
ぐみの木
バイカル湖のほとり
葦原に
黒さ霊
力リンカ
バルカンの星の下に
カチュ-シャ
美わし春の花よ
誰が知ろうか
小麦色の娘
道
泉のほとり
航路
船のり
おおか)-ナの花が咲く
リンゴの花咲く頃
灯
郵便馬車の駁者
ジグ-リ
エルベ河
小川の向う岸
収穫の歌
ノ阻国の歌
五月のモスクワ
行商人の歌
平和の歌
俺は鍛冶や
お家の前で
夜の鷲
黒い瞳の
リラの花
春の行進曲
樫の衛
夕べの集い
モスクワ行進曲
呼応計画の歌
シベリア大地の歌
コムソモールの歌
我等平和のために
国の隅々から
村人の合唱
ヴオルガの歌
今日はモスクワ
美わしモスクワ
鐘が鳴れば
野こえ山こえ
すみjtの瞳
森のかえで
スメハ
-19-
